
可とうボックスカルバート協会

耐震対応型プレキャストボックスカルバート

可とうボックスカルバート
IBボックスカルバート

可とうボックスカルバート協会
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豊富な耐震対応技術

耐震対策・耐震設計
建設省都市局下水道部監修

下水道施設の耐震対策指針と解説

-2006年版-

日本下水道協会社団
法人

耐震設計の基本的な考え方

地震対策

液状化地盤

可とうボックスカルバートとIBボックスカルバートの幅広い製品ラインナップにより対応します

管路施設は、「重要な幹線等」と「その他の管路」に区分し、原則として次に示す耐震設計を行う。
1「重要な幹線等」は、既設、新設ともにレベル1地震動に対して設計流下能力を確保するとと
もに、レベル2地震動に対して流下機能を確保する。

2「その他の管路」は、新設を対象にレベル1地震動に対して設計流下機能を確保する。

可とうボックスカルバート IBボックスカルバート
・IB10タイプ　・IB50タイプ　・IB50Rタイプ

High performance fl exible joint Flexible individual block
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軟弱地盤
地層境界部

設計は、以下の指針等に準じて行うことを原則とします。
●下水道施設の耐震対策指針と解説、2006年、（社）日本下水道協会
●プレキャストコンクリート共同溝設計・施工要領（案）平成6年3月、（財）道路保全技術センター
●道路土工「カルバート工指針」、平成11年3月、（社）日本道路協会
●共同溝設計指針、1986年3月、（社）日本道路協会
●共同溝耐震設計要領（案）、昭和59年10月、建設省土木研究所
●水道施設耐震工法指針・解説、1997年、（社）日本水道協会
●耐震性管路材料技術資料 ̶特別編集版̶、1995年9月、（財）下水道新技術推進機構
●PCボックスカルバート道路埋設指針、平成3年10月、（財）国土開発技術研究センター
● 鉄筋コンクリート製プレキャストボックスカルバート道路埋設指針、平成2年3月、（財）国土開発技術
研究センター

適用規準
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可とうボックスカルバートの特徴・適用

  国土交通省 
新技術活用システム

(NETIS)の登録商品です。

 可とうボックスカルバート  
登録NO.KT-990569-A

特　長

適　用
❶ 地震の影響をうけ易い軟弱地盤の現場、重要な幹線管路に適しています。
❷ 不同沈下の予測される軟弱地盤の施工に適しています。
❸ 地盤が急激に変形し、沈下量の差異が予測される現場に適しています。
❹ 人孔取付け部等の構造変化部に適しています。
❺ 盛土が変化したり、上載荷重が変化する現場に適しています。

可とうボックスカルバートは、
製品に可とうゴムと鋼製カラーを内蔵させた、
一体成形型のボックスカルバートです。

❶ 可とうボックスカルバートを使用する事により耐震性管路が築造できます。
❷ 地盤の変形に追随できる構造で、杭が不用となり経済的となります。
❸ 一体成形の工場製品であり、現場での敷設作業が簡単で、急速施工が可能であります。
❹  鋼製カラー・可とうゴム・抜出し防止金具により地盤の大変形にも追随できる合理的な構造になっています。
❺  可とうボックスカルバートの規格は（社）日本下水道協会Ⅱ類認定器材の規格に準拠しているため、規格製品と
の接合が容易であります。
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地震に対する設計

設計条件
（断面構造、地盤条件）

地盤振動の波長、地震時地盤変位の計算

連結構造の設定
（可とう性継手、ＰＣ鋼材）

離間条件に基づく等価軸剛性を用いた地震時軸力の算出

PC鋼材の応力度および
目開き量の照査

No

No

No

Yes

Yes

Yes

離間条件に基づく等価軸剛性を用いた地震時曲げモーメントの算出

PC鋼材の応力度および
目開き量の照査

可とう性継手に生じる変位量の算出

可とう性継手部の伸縮量
および曲げ変形量の照査

終

可とうボックスカルバートの耐震設計は、
「応答変位法」を用いて、縦断方向の検討を行います。

  応答変位法とは
構造物の耐震設計には震度法や修正震度法がありますが、
これらは力による設計であり、地上構造物では有効な方法で
あります。一方、地中構造物のように地盤の動きに構造物の
動きが左右される場合は、地盤各部の相対変位に応じて構
造物に応力が生じます。そのときの変形を構造物に静的に
作用させて構造物の応力を求める方法が応答変位法です。

地表面

基盤面

震源

応答変位法
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可とうゴムの形状寸法
伸縮性

離脱防止機構（継手部）

呼　称

形状寸法

伸 縮 量（㎜）

適用最小部材厚（㎜）

180B 230B 280B

＋30～－20 ＋50～－20 ＋60～－20

125 180 200

230
40

10 20 48 15

12 45 60
15

15 180 15

5

15

10

20

36

2

6

8
25

28

10

280
20

90
16

可とうボックスカルバート

PC鋼材 PC鋼材

PC定着用箱抜 抜出し防止金具（SUS） PC定着用箱抜

可とうゴム＆鋼製カラー

PC鋼材により一体構造 PC鋼材により一体構造

無収縮モルタル充填

抜出し防止金具
（SUS）

カバー

可とう部の抜出し防止金具により離脱防止機構を有し、ボックスカルバート継手部はＰＣ鋼材連結により離脱防止
機構を有する。

PC鋼材により一体構造PC鋼材により一体構造

抜出し防止金具詳細図
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継手構造
可とう部継手の種類

ナット
（SUS304）

ワッシャー
（SUS304）

アンカープレート
（SUS304）

ステンレス鋼棒
（SUS304）

PC用孔

アンカープレート
（SUS304）

保護管  SGP65A

ワッシャー
（SUS304）

キャップ

PC用孔ナット
（SUS304）

PC鋼棒

PC鋼棒用ナット

PC用ワッシャー

PC鋼棒用
アンカープレート

■抜出し防止金具

＊Sは2.0m程度とする
＊tは底版厚さ

t以上 t以上

t以
上

t

目地材

B

B

S
基礎枕コンクリート

目地材

可とう部

平面図断面図

■PC鋼棒定着部
縦方向連結用孔カップラーアンカープレート 縦方向連結用孔アンカープレート

PC鋼棒 PC鋼棒

ナットワッシャーナットワッシャー

PC鋼棒による縦連結 PC鋼より線による縦連結

●普通地盤
●良質地盤
●液状化が想定されない
●地下水位が低い

●軟弱地盤
●液状化が想定される
●地下水位が高い
●キャンバー盛土を行う
●厳しい腐食性環境

フィラー 鋼製カラー
（SUS304）

可とうゴムシーリング材

PC鋼材
可とうボックスカルバート

（Aタイプ）

鋼製カラー（SUS304）

フィラー 鋼製カラー
（SS400）

可とうゴムシーリング材

PC鋼材
可とうボックスカルバート

（Bタイプ）

鋼製カラー（SS400）

フィラー 弾性シーリング材

可とうゴム弾性シーリング材

PC鋼材
可とうボックスカルバート

（Cタイプ）

基礎枕コンクリート

●軟弱地盤
●液状化が想定される
●地下水位が高い
●キャンバー盛土を行う
●一般の腐食性環境

B
タイプ

A
タイプ

C
タイプ

■基礎枕コンクリートの形状
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縦方向連結工および可とう部施工・概要

❺  可とうボックスカルバートの次のスパンのボックスカル
バートを設置後、PC鋼材を挿入し定着具を取り付ける。

PC鋼材

❶  可とうボックスカルバートまでを設置し、PC鋼材を挿入
した後、PC鋼材の端部に定着具（アンカープレート、ワッ
シャー、ナット）を取り付ける。

吊金具

仮固定金具 抜出し防止アンカープレート

PC鋼材 ナット
ワッシャー

抜出し防止金具

❹  可とうボックスカルバート部のPC用孔に抜出し防止金
具を取り付ける。

❻ 以後、❶～❺の作業を必要な分だけ繰り返す。

ジャッキ

テンションバー

※2スパン以上、緊張後、仮固定金具を取り外す。

❸  センターホールジャッキの緊張力をゆるめ、ジャッキおよ
びテンションバーを取り外す。

カップラー

PC鋼材緊張完了

テンションバー

ジャッキ

❷  可とうボックスカルバートのPC鋼材の一部（敷設方向
側）にカップラーおよびテンションバーを取り付ける。セ
ンターホールジャッキを取り付け、所定量の緊張後、定
着具のナットをスパン等で十分に締め付ける。

ジャッキ定着金具

テンションバー

標準部材 定着部材 標準部材
可とうボックス
カルバート

定着金具 鋼製カラーPC鋼材

吊金具

仮固定金具

変 形 試 験 くり返し変形試験 伸 縮 試 験

性能試験

可とうボックスカルバート
基本連結方法 縦方向連結
抜出し性能 60 ㎜
屈曲性能 - 20 ～ 60㎜

継手部水密性能 0.06MPa
地盤の永久ひずみ ◯
曲線施工 -
ゴム取付け 埋込み製作
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地震対策例・軟弱地盤に対する設計・対策

可とうボックスカルバート

構造形態の異なる部分での接続 荷重条件が変化する場合の対策例

支承条件が異なる場合の対策例

可とうボックス
カルバート

可とうボックス
カルバート

地下構造物

可とうボックス
カルバート

可とうボックス
カルバート

地層の境界部での対策例

ボックスカルバート折点部の対策例 液状化のおそれのある場合での対策例

可とうボックスカルバート

（平 面 図）

舗装

B

100

20

敷モルタル
コンクリート

砕石または
ソイルセメント

可とうボックスカルバート

良質地盤 軟弱地盤

（例マンホールとの接続）

載荷重に対しては、基礎地盤を弾性体（地盤の変化は荷重に比例する）とし、カルバートを梁と考えて、弾性床上の
梁として縦方向の設計を行います。

可とうボックスカルバート 可とうボックスカルバート

スパン長

P

載荷重に対する設計

軟弱地盤（不同沈下）対策例

可とうボックスカルバート 可とうボックスカルバート

軟弱地盤

キャンバー盛土
（上げ越し盛土） キャンバー量

可とうボックスカルバート

■キャンバー盛土（上げ越し）

軟弱地盤などに設置する場合に
は、盛土荷重による基礎地盤の沈
下を考慮して、下図のように上げ
越して設置します。この場合の上
げ越し量は20程度以下とします。
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ハンチ
高さ
C
100
100
100
100
100
150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
300
300
300
300
300
300

2000
2260
2520
2390
2780
2900
3160
3810
3420
3160
3420
3680
4070
4100
4540
4470
4750
5170
5600
6050
6500
6980
7460
7780
6570
7110
6320
6720
6990
7400
7530
8100
7340
7790
8090
8840
8610
9430
10260
10750
10170
11050
11950
12850
13720
14670

参考質量
（kg／本）

RCボックスカルバート規格・部品規格

φ12

φ16

φ20

抜出し
防止金具
鋼棒径

呼び寸法
B × H

厚　さ
T2

  600 ×  600
  700 ×  700
  800 ×  800
  900 ×  600
  900 ×  900
1000 ×  800
1000 × 1000
1000 × 1500
1100 × 1100
1200 ×  800
1200 × 1000
1200 × 1200
1200 × 1500
1300 × 1300
1400 × 1400
1500 × 1000
1500 × 1200
1500 × 1500
1800 × 1200
1800 × 1500
1800 × 1800
2000 × 1500
2000 × 1800
2000 × 2000
2200 × 1800
2200 × 2200
2300 × 1500
2300 × 1800
2300 × 2000
2300 × 2300
2400 × 2000
2400 × 2400
2500 × 1500
2500 × 1800
2500 × 2000
2500 × 2500
2800 × 1500
2800 × 2000
2800 × 2500
2800 × 2800
3000 × 1500
3000 × 2000
3000 × 2500
3000 × 3000
3500 × 2000
3500 × 2500

2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
1500
1500
1500
1500
1500
1500
1500
1500
1500
1500
1500
1500
1500
1500
1500
1500
1500
1500
1500
1500
1500
1500

130
130
130
130
130
130
130
130
130
130
130
130
130
140
150
160
160
160
170
170
170
180
180
180
200
200
200
200
200
200
210
210
220
220
220
220
240
240
240
240
260
260
260
260
310
310

130
130
130
130
130
130
130
130
130
130
130
130
130
140
150
160
160
160
170
170
170
180
180
180
200
200
200
200
200
200
210
210
220
220
220
220
240
240
240
240
260
260
260
260
310
310

130
130
130
130
130
130
130
130
130
130
130
130
130
130
130
140
140
140
150
150
150
160
160
160
180
180
180
180
180
180
190
190
200
200
200
200
220
220
220
220
240
240
240
240
250
250

φ13

φ17

φ19

φ21

180BR

180B

230B

280B

A 
カラー
t=6
L=200

B 
カラー
t=9
L=250

製品長
L

縦締め
PC 鋼棒
φ（mm）T1 T3

使用する
可とうゴム
呼び名

（単位：mm）

使用する
鋼製カラー
呼び名

RCボックスカルバート規格 部品規格
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150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
150
200
200
200
200
200
200
200
200
300
300
300
300 

  5180
  5630
  6080
  5930
  6380
  6680
  8080
  8800
  7710
  8250
  8610
  9150
  8790
  9510
  8070
  8610
  8970
11030
  9800
10800
11800
12400
11900
12900
13900
16650
17900
19150
14550
15490

ハンチ
高さ
C

参考質量
（kg／本）

PCボックスカルバート規格・部品規格

φ16

φ20

抜出し
防止金具
鋼棒径

呼び寸法
B × H

厚　さ
T2

1800 × 1200
1800 × 1500
1800 × 1800
2000 × 1500
2000 × 1800
2000 × 2000
2200 × 1800
2200 × 2200
2300 × 1500
2300 × 1800
2300 × 2000
2300 × 2300
2400 × 2000
2400 × 2400
2500 × 1500
2500 × 1800
2500 × 2000
2500 × 2500
2800 × 1500
2800 × 2000
2800 × 2500
2800 × 2800
3000 × 1500
3000 × 2000
3000 × 2500
3000 × 3000
3500 × 2000
3500 × 2500
4000 × 2000
4000 × 2500

2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
2000
1500
1500

150
150
150
150
150
150
180
180
180
180
180
180
180
180
180
180
180
200
200
200
200
200
250
250
250
250
300
300
300
300

150
150
150
150
150
150
180
180
180
180
180
180
180
180
180
180
180
200
200
200
200
200
250
250
250
250
300
300
300
300

150
150
150
150
150
150
180
180
180
180
180
180
180
180
180
180
180
200
200
200
200
200
200
200
200
250
250
250
250
250

φ17

φ19

φ21

180B

230B

280B

A 
カラー
t=6
L=200

B 
カラー
t=9
L=250

製品長
L

縦締め
PC 鋼棒
φ（mm）T1 T3

使用する
可とうゴム
呼び名

使用する
鋼製カラー
呼び名

（単位：mm）

PCボックスカルバート規格 部品規格

T3 B T3

T2
H

T1

C

C

C

C

L
鋼製カラー

PC鋼材定着部

T2
H

T1
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IBボックスカルバートの特徴・適用

特　長

適　用
❶  レベル1、レベル2の耐震計算により求められた抜け出し量がIBボックスの保証抜け出し量以内である管路に適
用できます。

❷ 保証抜け出し量以内の不同沈下が予測される軟弱地盤の施工にも適しています。

IBボックスカルバート（Individual Block：個々のブロック）は、
継手部差し口に耐震性ゴムリングを取り付け、

継手部に耐震性を持たせたボックスカルバートです。

❶  IBボックスカルバートを使用することにより耐震性管路が築造できます。
❷  IB10タイプは、標準ボックス型継手形状・寸法を変更していないため、
多くの使用実績がある継手であり、構造的に信頼性が高い製品です。

❸  IB50、IB50Rタイプは、継手形状を長く変更しており、より大きな変形に
も追随できます。

❹ 抜け出し後、および屈曲後の止水性能が確保できます。（0.06MPa水圧）
❺ 据え付けは縦締め緊張工を必要とせず、標準ボックスと変わりません。
❻ 地盤の変形に追随できる構造です。

（財）下水道
新技術推進機構
建設技術審査
証明取得

IBゴムリング コーナーパッド

（受口）（差し口）

（差し口）
断面図 側面図

（受口）
断面図

IBゴムリング取付位置 コーナーパッド取付位置
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地震に対する設計
IBボックスカルバートの耐震設計は、

「応答変位法」を用いて、
下水道施設耐震計算例-管路施設編-に基づき行います。

抜け出し量 屈曲角

δ：地震動による抜け出し量（m）
εgd：地震動により地盤に生じるひずみ
ℓ：製品有効長 (m)

ここに

L：調和平均の波長（m）
Uh(z)：矩形渠布設震度の最大変位振幅（m）

θ：継手部の屈曲角（rad）
Ts：地盤の固有周期（s）

Uh(z)：矩形渠布設震度の最大変位振幅（m）
V：地盤のせん断弾性波速度（m/s）
ℓ：製品有効長 (m)

地表面　GL

IBゴムリング

耐震計算上の基盤面

製品長

基
盤
面
ま
で
の
深
さ

土
被
り

躯
体
全
高

躯
体
重
心

躯体の重心線

レベル1、レベル2地震動における最大抜け出し量の計算は、地盤振動の変位振動の計算を行い次式により算定し
ます。
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IBボックスカルバートシリーズ
IBボックスカルバート IB10タイプ

IBボックスカルバート IB50タイプ

下水道新技術推進機構建設技術審査証明 NETIS登録：KT-070084-A

下水道新技術推進機構建設技術審査証明 NETIS登録：KT-070084-A

概要
従来のボックスカルバートをそのまま使
用した通常敷設型の耐震性プレキャス
トボックスカルバートです。
差口には耐震性ゴムリング、受口には
コーナパッドを取り付けることで継手部
に耐震性能をもたせ、標準ボックスカル
バートを利用していることから経済的な
対応が可能となります。

概要
長尺化した継手差し口に耐震性ゴムリ
ング、受け口にはコーナーパッドを取り
付けた高い変位追従性を有した通常敷
設型を基本とした耐震性プレキャスト
ボックスカルバートです。
標準製品を利用した曲線施工性能を有
しています。

基本性能

抜出し性能 10 ㎜

屈　曲　角 0.19° ～ 0.68°

基本性能

抜出し性能 50 ㎜

屈　曲　角 0.51° ～ 3.33°

外側

内側

差口 受口
耐震性ゴムリング60,80

60,80

外側

内側

差口 受口
耐震性ゴムリング125

125
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IBボックスカルバート IB50Rタイプ 下水道新技術推進機構建設技術審査証明

概要
長尺化した継手部差し口に耐震性ゴム
リングを埋め込み製作した、高い変位追
従性を有した通常敷設型を基本とした
耐震性プレキャストボックスカルバート
です。
標準製品を利用した曲線施工性能を有
し、抜出し防止金具*を設ける事で設計
値を上回る抜出しの抑制も可能となっ
ています。*オプション

IB10タイプ

製品写真

基本性能

抜出し性能 50 ㎜

屈　曲　角 0.51° ～ 3.33°

IB50Rタイプ

IB50タイプ

外側

内側

差口 受口
耐震性ゴムリング120

120
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❶ 敷きモルタル工
　  敷きモルタルは空練りとし、配合は1：3モルタル程度と
する。厚さは20mm程度とし、平らに敷均す。

❺ 引き寄せ 1本目と2本目
　  2本目のボックスをわずかに吊り上げた状態で行い、1
本目が所定の位置からずれることのないように注意する。

❷ 滑材塗布
　  ボックスの引き寄せを円滑にするため、差口、受口、ゴム
リング、コーナーパッドに滑材を塗布する。

❸ 吊り込み・据え付け
　 ボックスを引き寄せ可能な位置に据付ける。

❻ 3本目以降
2本前に据付けたボックスとの間に引き寄せ治具を取り
付けて引き寄せる。

※以下、施工延長まで❶～❺を繰返す。

❹ 引き寄せ器材の設置
　  引き寄せを行うボックスの相互のカップラーに引き寄せ
機具を取り付ける。引き寄せには通常2個のレバーブ
ロックを使用する。

施工工程・施工手順
施工工程

施工手順

敷 モ ル タ ル 工
滑 材 塗 布

ボックス吊込み・据付け

ボ ッ ク ス 引 寄 せ

引 き 寄 せ 器 材 設 置

施
工
延
長
ま
で

繰
返
し

IBボックスカルバートは標準ボックスの
据え付け方法と変わりません。

準備工

床掘り

資機材搬入

基礎工

据付工

詰めモルタル工

検査

埋戻し

資機材搬出

施工工程

敷設基盤の高い方 敷設方向 敷設基盤の低い方

プレート

引込み方向

レバーブロック

１本目２本目

引寄せ引寄せ金具

レバーブロック引寄せ金具

(N-1)本目N本目

引寄せ

(N-2)本目
引込み方向
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性能・概要

IB ボックスカルバート
IB10タイプ IB50タイプ IB50Rタイプ

基本連結方法 通常敷設
抜出し性能 10 ㎜ 50㎜ 50㎜
屈曲性能 10 ㎜ 50㎜ 50㎜

継手部水密性能 0.06MPa
地盤の永久ひずみ - ○ ○
曲線施工 - 対応可能 対応可能
ゴム取付け 後付け 後付け 埋込み製作

継手部水密性能試験 曲線施工試験（IB50タイプ）

部材性能試験（IB50Rタイプ）
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RCボックスカルバート規格
タイプ 呼び寸法 内幅 内高 製品長 厚　さ ハンチ

高さ
インバ－ト形の場合
インバ－ト
の底部半径

インバ－ト
の高さ

Ｂ×Ｈ Ｂ Ｈ Ｌ Ｔ1 Ｔ 2 Ｔ 3 Ｃ Ｒ ｈ
600 × 600 600 600 2000 130 130 130 100 1200 38
700 × 700 700 700 2000 130 130 130 100 1400 44
800 × 800 800 800 2000 130 130 130 100 1600 51
900 × 600 900 600 2000 130 130 130 100 1800 57
900 × 900 900 900 2000 130 130 130 100 1800 57
1000 × 800 1000  800 2000 130 130 130 150 2000  64
1000 × 1000 1000 1000 2000 130 130 130 150 2000  64
1000 × 1500 1000 1500 2000 130 130 130 150 2000  64
1100 × 1100 1100 1100 2000 130 130 130 150 2200  70
1200 × 800 1200  800 2000 130 130 130 150 2400  76
1200 × 1000 1200 1000 2000 130 130 130 150 2400  76
1200 × 1200 1200 1200 2000 130 130 130 150 2400  76
1200 × 1500 1200 1500 2000 130 130 130 150 2400  76
1300 × 1300 1300 1300 2000 140 140 130 150 2600  83
1400 × 1400 1400 1400 2000 150 150 130 150 2800  89
1500 × 1000 1500 1000 2000 160 160 140 150 3000  95
1500 × 1200 1500 1200 2000 160 160 140 150 3000  95
1500 × 1500 1500 1500 2000 160 160 140 150 3000  95
1800 × 1200 1800 1200 2000 170 170 150 150 3600 114
1800 × 1500 1800 1500 2000 170 170 150 150 3600 114
1800 × 1800 1800 1800 2000 170 170 150 150 3600 114
2000 × 1500 2000 1500 2000 180 180 160 200 4000 127

IB10 IB50 2000 × 1800 2000 1800 2000 180 180 160 200 4000 127
2000 × 2000 2000 2000 2000 180 180 160 200 4000 127
2200 × 1800 2200 1800 1500 200 200 180 200 4400 140
2200 × 2200 2200 2200 1500 200 200 180 200 4400 140
2300 × 1500 2300 1500 1500 200 200 180 200 4600 146
2300 × 1800 2300 1800 1500 200 200 180 200 4600 146
2300 × 2000 2300 2000 1500 200 200 180 200 4600 146
2300 × 2300 2300 2300 1500 200 200 180 200 4600 146
2400 × 2000 2400 2000 1500 210 210 190 200 4800 152
2400 × 2400 2400 2400 1500 210 210 190 200 4800 152
2500 × 1500 2500 1500 1500 220 220 200 200 5000 159
2500 × 1800 2500 1800 1500 220 220 200 200 5000 159
2500 × 2000 2500 2000 1500 220 220 200 200 5000 159
2500 × 2500 2500 2500 1500 220 220 200 200 5000 159
2800 × 1500 2800 1500 1000 240 240 220 200 5600 178
2800 × 2000 2800 2000 1000 240 240 220 200 5600 178
2800 × 2500 2800 2500 1000 240 240 220 200 5600 178
2800 × 2800 2800 2800 1000 240 240 220 200 5600 178
3000 × 1500 3000 1500 1000 260 260 240 300 6000 191
3000 × 2000 3000 2000 1000 260 260 240 300 6000 191
3000 × 2500 3000 2500 1000 260 260 240 300 6000 191
3000 × 3000 3000 3000 1000 260 260 240 300 6000 191
3500 × 2000 3500 2000 1000 310 310 250 300 7000 222
3500 × 2500 3500 2500 1000 310 310 250 300 7000 222

（単位：mm）

※1

※1 審査証明の範囲外になりますが、対応可能です。
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PCボックスカルバート規格

T1
H

T2

C

C

T3 B T3 L L

T1
H

T2

C

C

T3 B T3

R=2B

h

標準型の形状 インバート型の形状

タイプ 呼び寸法 内幅 内高 製品長 厚　さ ハンチ
高さ

インバ－ト形の場合
インバ－ト
の底部半径

インバ－ト
の高さ

Ｂ×Ｈ Ｂ Ｈ Ｌ Ｔ1 Ｔ2 Ｔ3 Ｃ Ｒ ｈ
1400 ×1400 1400 1400 2000 150 150 150 150 2800  89
1500 ×1000 1500 1000 2000 150 150 150 150 3000  95
1500 ×1200 1500 1200 2000 150 150 150 150 3000  95
1500 ×1500 1500 1500 2000 150 150 150 150 3000  95
1800 ×1200 1800 1200 2000 150 150 150 150 3600 114
1800 ×1500 1800 1500 2000 150 150 150 150 3600 114
1800 ×1800 1800 1800 2000 150 150 150 150 3600 114
2000 ×1500 2000 1500 2000 150 150 150 150 4000 127
2000 ×1800 2000 1800 2000 150 150 150 150 4000 127
2000 × 2000 2000 2000 2000 150 150 150 150 4000 127
2200 ×1800 2200 1800 2000 180 180 180 150 4400 140
2200 × 2200 2200 2200 2000 180 180 180 150 4400 140
2300 ×1500 2300 1500 2000 180 180 180 150 4600 146
2300 ×1800 2300 1800 2000 180 180 180 150 4600 146
2300 × 2000 2300 2000 2000 180 180 180 150 4600 146
2300 × 2300 2300 2300 2000 180 180 180 150 4600 146
2400 × 2000 2400 2000 2000 180 180 180 150 4800 152

IB10 IB50 2400 × 2400 2400 2400 2000 180 180 180 150 4800 152
2500 ×1500 2500 1500 2000 180 180 180 150 5000 159
2500 ×1800 2500 1800 2000 180 180 180 150 5000 159
2500 × 2000 2500 2000 2000 180 180 180 150 5000 159
2500 × 2500 2500 2500 2000 200 200 200 150 5000 159
2800 ×1500 2800 1500 2000 200 200 200 200 5600 178
2800 × 2000 2800 2000 2000 200 200 200 200 5600 178
2800 × 2500 2800 2500 2000 200 200 200 200 5600 178
2800 × 2800 2800 2800 2000 200 200 200 200 5600 178
3000 ×1500 3000 1500 2000 250 250 200 200 6000 191
3000 × 2000 3000 2000 2000 250 250 200 200 6000 191
3000 × 2500 3000 2500 2000 250 250 200 200 6000 191
3000 × 3000 3000 3000 2000 250 250 250 200 6000 191
3500 × 2000 3500 2000 2000 300 300 250 300 7000 222
3500 × 2500 3500 2500 2000 300 300 250 300 7000 222
4000 × 2000 4000 2000 1500 300 300 250 300 8000 254
4000 × 2500 4000 2500 1500 300 300 250 300 8000 254
4500 × 2000 4500 2000 1000 380 380 300 300 9000 286
4500 × 2500 4500 2500 1000 380 380 300 300 9000 286
5000 × 2000 5000 2000 1000 380 380 300 318 10000 318
5000 × 2500 5000 2500 1000 380 380 300 318 10000 318

※2

（単位：mm）

※3

※2 IB10の1800×1200以下に関しては、別途ご相談に応じます。
※3 審査証明の範囲外になりますが、対応可能です。



可とうボックスカルバート協会
事務局：〒113-0024 東京都文京区西片1丁目17番8号KSビル

TEL. 03（5844）1208

http://www.katoubox.gr. jp/

可とうボックスカルバート 施工例

IBボックスカルバート 施工例

プレキャストボックスカルバートの縦
締め工法での管渠構築工法において製
品に可とうゴムと鋼製カラーを内蔵さ
せた一体型のボックスカルバートです。

可とうボックスカルバート
新技術活用システム(NETIS)
登録No：KT990569A

IBボックスカルバート
新技術活用システム(NETIS)
登録No：KT070084A

※下水道新技術推進機構建設技術審査証明取得

差口には耐震性ゴムリング、受口には
コーナーパッドを取り付け、継手部に耐
震性能をもたせた、通常敷設型の可とう
性プレキャストボックスカルバートです。

IB10タイプ

長尺化した継手差口に耐震性ゴムリン
グを取り付けた高い変位追従性を有し
た、通常敷設型を基本とした耐震性プ
レキャストボックスカルバートです。

IB50タイプ・IB50Rタイプ

1002. 2,000 DC
このカタログは古紙配合率100％の再生紙と
環境にやさしい大豆油インキで印刷しています。




